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（期間７月１日から７月１５日）『 』工事安全強化期間
近畿地方整備局管内における請負工事事故の発生事故件数

は、平成１１年度１３９件、平成１２年度１１３件となり、被

災者も平成１１年度７８人（内死亡者７人）、平成１２年度６

６人（内死亡者７人）と依然として多発しております。

このことより、近畿地方整備局では、安全

意識の高揚と安全活動の定着を図るために厚

生労働省が展開する『平成１３年度 全国安

全週間』（７月１日から７月７日）の実施に合わせて、７月１日から

７月１５日までの２週間を『工事安全強化期間』として、各事務所お

よび出張所にポスターの掲示を行うと共に、安全講習会、安全パトロ

ール等の実施を行います。

直轄工事事故に対する安全対策の取り組み事例紹介

【安全衛生協議会 安全パトロール】

和歌山国道維持出張所では、和歌山北バ

イ パ ス で の 直 轄 工 事 が４ 件 、 また そ の他

に、和歌山市の上下水道占用工事施工も行

われている事から、直轄請負業者のみなら

ず 、 市 の 請 負 業 者 に も参 加 を 呼び か けて

『和歌山北バイパスの安全衛生協議会』が

去る平成１３年５月３１日（木）に開かれ

ましたので報告します。

全参加者により６箇所に及ぶ工事現場に

ついて、１箇所につき約３０分間の安全パ

トロールが実施されました。

安全パトロールの後、安全対策の検討会

においてニュースレター「あんぜん」を参

加者に配り、平成１２年度の発生事故件数

及び事例についての説明が行われました。

また、今回の安全協議会では、先行して施

工を行っている請負業者に対して今後予定

されている工事の安全対策についての質問

が交わされなど、事故を未然に防ぐ為の施

工業者同士の協力が得られ有意義な安全協

議会となりました。

大阪労働局の
ポスター



（平成１３年６月３１日現在）６月の事故速報

発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

６月２日 情報 設置工事において、夜間片側交互通行規制を行っていたところ、規制箇BOX

奈良県 所手前の信号を無視して走行して来た トラックが、各種保安施設及び規制車に激10t

２：４０ 突した。

〔物損：民地ブロック塀破損、規制車等損傷 〕

６月２３日 道路維持作業において、ゼブラゾーン内にセーフティコーンを設置し、作業車を停

和歌山県 車させていたところ、走行して来た一般車が追突した。

１５：３０

〔物損：作業車等損傷 〕

６月２５日 道路改築工事において、ダンプトラックで土砂を運搬していたところ、右折のため

京都府 停車中の軽乗用車にダンプトラックが追突し、そのはずみで対向車線に押し出された

１５：２０ 軽乗用車が対向車線を走行して来たマイクロバスと衝突した。

〔第三者：負傷程度不明、物損：軽乗用車大破、マイクロバス損傷 〕

６月２６日 道路維持作業において、道路法面の除草作業を行っていたところ、集草作業を行っ

和歌山県 ていた作業員が足を滑らせ法面を滑落した。

１６：１８

〔作業員：左足膝・右手首骨折、顔頬骨折 〕

６月２７日 路肩拡幅工事において、コンクリート殻搬出作業を行っていたところ、バックホウ

奈良県 が移動した際に転石の上に埋設されていた通信ケーブルを破損した。

１８：００

〔物損：奈良県警通信ケーブル損傷 〕

熱中症にはご注意を！
『熱中症』は気温が体温と

同じもしくは超えると体温

調整がうまく出来なくなり

倒れ込む等の症状が現れる

もので、最悪の場合には死

に至る事があります。

また、気温30℃以下であっても、湿度が

高いと汗が蒸発しにくくなるために、放熱

が進まず、熱中症を起こしやすくなること

にも要注意です。

このことから、監督者等は以下の事等を

参考に作業員の健康状態に気をつけて安全

な施工に努めましょう。

梅雨の季節ですが・・・
６月から７月にかけて今年

も梅雨の季節となっています

が、沖縄地方、奄美地方では

５月６日頃から梅雨入りとな

り、沖縄地方６月２１日頃、

奄美地方６月２３日頃には梅

雨明けとなりました。

近畿地方の梅雨入りは６月５日頃でした。

昨年の近畿地方は梅雨入りが６月９日頃で梅

雨明けが７月１８日頃であったので７月の中

旬頃には梅雨明けになるものと思われます。

ところが、梅雨の季節であるはずが、６月

末頃から梅雨前線が大陸付近まで北上し、太

平洋高気圧の圏内に入った為に夏空が広が

り、日中の最高気温が３０℃を超える真夏日

が続いています。

このような高い気温の中での作業で、これ

から本格的な夏に向かって心配されるのは

Æ『熱中症』です。

【予防策】
・水分と塩分などミネラルの補給を15分～20分ご
とに行う。
・休憩を日陰などで定期的にとるようにする。
・衣服の素材は綿など、汗で濡れても肌に密着せ
ず通気性の良いものにする。
・睡眠は充分にとること。
・高齢者等については暑い環境下での作業を軽く
する等の配慮を行う。


